
神之木西寺尾地区
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神之木西寺尾地区 神奈川区 神之木西寺尾地区 神奈川区

人口・世帯数等の概況（令和３年3月現在）

起伏のある丘の上の住宅地で、戸建て住宅、集合住宅が混在しています。
地区の西側はJR横浜線に接しており、区域に近接して大口駅があります。
丘の上には、西寺尾の丘公園、神の木公園などがあります。

地区概要

地区状況② かながわ支え愛プラン（第４期神奈川区地域福祉保健計画）
令和３年度～令和７年度

横浜市神奈川区役所：TEL 045-411-7135 横浜市神奈川区社会福祉協議会：TEL 045-311-2014
神之木地域ケアプラザ：TEL 045-435-2906問合せ先

神之木西寺尾地区
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※区の高齢人口比率は、22.0%です。（令和３年３月時点）
※区の未就学児（０～５歳）の比率は、4.5％です。
（令和３年３月時点）
※区の人口増加率は、2.9％です。（令和３年３月時点）
※高齢者や未就学児の比率は、色が濃いほど高くなります。
※人口増加率は、町丁別の人口の増減率を示しており、赤は
人口の増加率、青は人口の減少率です。色が濃いほど増加
または減少の比率が高いことを示しています。 
※横浜市地形図複製承認番号 令３建都計第 9016号

未就学児の
分布

※住民基本台帳による、
令和3年3月時点

3.4%未満
3.4%以上~4.0%未満
4.0%以上~4.6%未満
4.6%以上~5.5%未満
5.5%以上

未就学児（0～5歳）比率（%）高齢者の
分布

※住民基本台帳による、
令和3年3月時点

16.0%未満
16.0%以上~20.3%未満
20.3%以上~22.9%未満
22.9%以上~25.3%未満
25.3%以上

高齢者（65歳以上）比率（%）

人口増加率
住民基本台帳による、
平成28年３月及び
令和3年3月時点

-1.4%未満
-1.4%以上~0.8%未満
0.8%以上~3.1%未満
3.1%以上~5.8%未満
5.8%以上~10.2%未満
10.2%以上

人口増加率（%）
人口減

人口増

この計画は、住み慣れたまちで安心して
暮らせることを目指し、地区内の様々な人・
団体の想いが込められています。

区の計画や他地区の計画は、
区HPをご確認ください▶

支え合う「向う三軒両隣」のまち
神之木西寺尾



地区状況①
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年齢別人口推計と平均世帯人員の推計

区内初の子ども食堂をはじめ、ふれあい地域
清掃、地域交流まつり、防災拠点訓練や「（高
齢者）おたのしみ会」など多彩な地域行事を
開催しています。「小学生・中学生を地域につ
なげるしくみづくり」を目指して「あいさつ運
動」を展開し、学校・地域・家庭が一体となっ
て、場づくり・絆づくりを進めてきました。

また、民生委員・児童委員、ふれあい活動委員、シニ
アクラブなどの見守り活動を「声かけ隊」として一体で
行うことで、横のつながりができるようになり、各活動
がより綿密にできるようになりました。コロナ禍には、
祭りなどの行事ができなくなったことを受け、花火大会
を開催しました。

住民同士が互いに信頼関係を築き、地域のつながりを強化します。また、地域の活動を身近にし、
活動の担い手や日頃の見守り活動などを充実させます。

【取組】
●地域の活動を身近に感じられるように、活動の場づくりやICTを活用した情報発信を工夫する。
●自治会･町内会や地区社会福祉協議会、民生委員・児童委員をはじめ、さまざまな団体が話しあい、
連携して取組を推進する場づくりを進める。

●「声かけ隊」「あいさつ運動」などを通じ、日頃からの見守りを充実させ、孤立予防などにつなげる。
●要援護者支援マップの作成・更新、安否確認の手段や防災備蓄の整備、防災訓練の充実などに
より、いざという時に助け合える仕組づくりを行う。

子どもたちが地域の一員として、まちに愛着を持ち、まちを大切にするきっかけづくりを進めます。
地域と学校が情報を共有して、地域と子どもの交流の機会を増やします。
地域全体で子育てを進められるように、子どもや子育て世代が地域の中で孤立しないような取

組を企画します。

【取組】
●地域で行われる美化活動やお祭り、防災訓練などの行事について、学校の協力を得ながら、子ども
たちに周知する。
●行事を行う際は、子どもが参加しやすいよう工夫する。また、地域の
大人と子どもたちが一緒に活動できる機会を増やす。

●子どもや子育て世代が地域の中でつながりを持てるよう、すくすく
かめっ子の充実などに取組む。

これまでの取組

▲あいさつ運動

▲ふれあい地域清掃 ▲すくすくかめっこ ▲（高齢者）おたのしみ会

▲地域交流まつり

▲花火大会

転入 H27
転出 H27
転入 R2
転出 R2

目標①

目標②

日頃から顔の見える関係づくりを充実させよう

地域と子どもの交流の機会を増やそう

※各年の住民基本台帳（３月）の実績値をもとに推計
※各年の住民基本台帳（３月）

支え合う「向う三軒両隣」のまち
神之木西寺尾


